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テクニカルインフォメーション
キーエンス ＫＶ－７００ ＫＶ－Ｌ２０ との接続に関して 

Ｖ７、Ｖ６シリーズ No. TI-M-0016-1 1/6 

は、ＲＳ２３２Ｃ専用Ｄ－Ｓｕｂ９ピンコネクタ（ＰＯＲＴ１）と、ＲＳ２３２Ｃ/ＲＳ４２２Ａの切換

台（ＰＯＲＴ２）の２つのシリアルポートを装備しています。 

ルポートとＶシリーズを接続する際の設定手順を説明します。  

： Ｖ７１０ｉＳ 

： ＫＶ－７００ ＋ ＫＶ－Ｌ２０ 

： ＫＶ ＢＵＩＬＤＥＲ Ｖｅｒｓｉｏｎ ３．０１ 

のＰＯＲＴ１又はＰＯＲＴ２に、以下の設定で接続します。 

レート   ： ５７６００ｂｐｓ 

タ長    ： ８ビット（固定） 

ップビット ： １ビット（固定） 

ティ    ： 偶数（固定） 

設定 

－ＳＦＴを立ち上げ、新規画面を作成します。 

ニタッチの機種を選択し、[OK]をクリックします。 

に、ＰＬＣの機種を「キーエンス KV-700 CPU」を選択し、[OK]をクリックします。 
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② 「通信パラメータ」ダイアログが表示されます。 

ﾎﾞｰﾚｰﾄ：57600BPS、信号ﾚﾍﾞﾙ：RS232C 又は RS422 を設定します。 

 

         

 

[細かい設定]タブの設定は、特に変更する必要はありません。 

 

         

 

 

Ｖシリーズの通信設定は完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Hakko Electronics Co., Ltd. 



テクニカルインフォメーション No. TI-M-0016-1 3／6 

 

 ＫＶ ＢＵＩＬＤＥＲの設定 

① ＫＶ ＢＵＩＬＤＥＲを起動します。 

[ﾂｰﾙ]→[ﾕﾆｯﾄｴﾃﾞｨﾀ]を選択します。 

 

 

② 「ﾕﾆｯﾄｴﾃﾞｨﾀ」が表示されます。 ユニット構成を行います。 

 

 

ドラッグ 

③ ＫＶ－Ｌ２０を選択した状態で[ユニット設定]タブをクリックします。 
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④ ユニット設定を行います。 

 

◆ＰＯＲＴ１で接続する場合 

 動作ﾓｰﾄﾞ   ： KV BUILDER ﾓｰﾄﾞ 

 ｲﾝﾀﾌｪｰｽ    ： RS-232C 

 ﾎﾞｰﾚｰﾄ    ： 自動 

 ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ長  ： 8 ﾋﾞｯﾄ 

 ｽﾀｰﾄﾋﾞｯﾄ   ： 1 ﾋﾞｯﾄ 

 ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ   ： 1 ﾋﾞｯﾄ 

 ﾊﾟﾘﾃｨ     ： 偶数 

 ﾁｪｯｸｻﾑ    ： なし 

 RS/CS ﾌﾛｰ制御 ： しない 

 

 

 

 

 

 

 

◆ＰＯＲＴ２で接続する場合 

 動作ﾓｰﾄﾞ   ： KV BUILDER ﾓｰﾄﾞ 

 ｲﾝﾀﾌｪｰｽ    ： RS-232C 又は RS-422A 

 局番     ： 0 

 ﾎﾞｰﾚｰﾄ    ： 自動 

 ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ長  ： 8 ﾋﾞｯﾄ 

 ｽﾀｰﾄﾋﾞｯﾄ   ： 1 ﾋﾞｯﾄ 

 ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ   ： 1 ﾋﾞｯﾄ 

 ﾊﾟﾘﾃｨ     ： 偶数 

 ﾁｪｯｸｻﾑ    ： なし 
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⑤ 設定が完了したら、[ﾌｧｲﾙ]→[保存して終了]を選択し、「ｴﾃﾞｨﾀ」に戻ります。 

        

 

 

⑥ [ﾓﾆﾀ･ｼﾐｭﾚｰﾀ]→[変換→転送→ﾓﾆﾀ]を選択し、設定した内容を転送します。 

プログラム、コメント等も全て転送する場合は、全てチェックを入れます。ユニット設定情報のみの場合

は他のチェックを外しかてら[実行]をクリックします。 

 

        
 

 

⑦ 転送が完了すると、以下の｢ダイアログが表示されます。[OK]で閉じます。 

 

 

 

 

以上でＫＶ－Ｌ２０のユニット設定は完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Hakko Electronics Co., Ltd. 



テクニカルインフォメーション No. TI-M-0016-1 6／6 

 

４．接続 

 

◆ＰＯＲＴ１の場合 

  ＲＳ２３２Ｃ 

       Ｖシリーズ                ＫＶ－Ｌ２０ 

     D-sub 25pin(Male:凸)              ＰＯＲＴ１ 

                                                D-sub 9pin(Female:凹) 

 

 

 

 

 

 

       

 

◆ＰＯＲＴ２の

  ＲＳ２３２

       

     D-su
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イッチ 

側面に“ポート２切換スイッチ”が付いてい

２３２Ｃ、ＲＳ４２２のどちらで使用するか

チです。正しく設定してください。 
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